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AKKODiS Tech Report について
AKKODiS Tech Report は、クライアントが直面する現在と未
来の課題に対し新たな視点を提供することを目的に、社会課題
と技術動向を深く洞察し、その解釈としてホワイトペーパーや
インタビュー、対談記事を発行するものです。

近年のIT技術の急速な発展により、SNSやWEBサイトをはじめ至
るところに情報が溢れるようになった。同時に、進化した技術は、
画像や文章·音声などもコンピューターで数値計算可能な情報と
し、人間の動作さえもセンサーにより感知することで、情報の一つ
として利用できる時代になった。また、人間のように対話できる
ChatGPTに代表されるように、これらの情報をデータとして利用
する科学技術には目を見張るものがある。使用できる情報の種類や
量に際限はなくなり、データサイエンスの新規領域は時間とともに
広がりを見せるばかりである。

様々な情報、即ちデータが入手しやすくなった現代に対し、企業·
大学はどのように向き合っているのであろうか。本稿は、データサ
イエンス技術を駆使したサービス提供を行う国内の企業、TDSE株
式会社（東京・新宿）と名古屋市立大学大学院理学研究科（愛知・
名古屋）で行動認証の研究を行う渡邊裕司教授にインタビューを行
い、国内企業・大学の現状や今後の展開を伺った。データ活用の技
術領域におけるイノベーション創出に向けて、どのような協創がで
きるか模索したい。
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ここ10年ほど、ビジネスの世界で「データの重要性」について語られることが増え
てきた。ビジネスでは顧客情報、商品情報、市場動向、企業内データ、そして世界
中に散らばっているあらゆるデータが活用の対象となる。


今や、データは企業資産であると言ってもいいだろう。


しかし、ただデータを大量に保有しているだけでは宝の持ち腐れだ。膨大なデータ
をうまくビジネスに活用する術を知らなければいけない。しかし、まだデータ活用
について十分に理解している企業はほんの一握りと言ってもいいだろう。


TDSEは、データサイエンスの観点からビジネスイノベーションやビジネスの効率
化を推し進める企業だ。同社は、多数のデータサイエンティストが、企業ごとのビ
ジネス上の課題をデータ活用によって解決するコンサルティングを軸に、さまざま
な事業を展開している。2023年6月からはAKKODiSとの協業も開始した。


そこで今回は、TDSEの取締役執行役員常務統括長でありデータサイエンティスト
である結束晃平氏と、セールス·マーケティンググループ グループ長の林健吾氏
に、ビジネスにおけるデータ活用や、生成AIとデータ活用の関係性、AKKODiSと
の協業などについてお話を伺った。

データ活用でビジネスの課題を解決。データサイエンティスト
と生成AIの現在と未来
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結束氏：現在は様々な領域で活用されてい
ますが、身近なところでの例では、
Amazonなどに代表されるレコメンド機能
があります。レコメンドはユーザーが過去
に購入した商品や閲覧した商品から、次に
オススメする商品を素早く選択して提示す
る機能です。これは膨大なユーザーデータ
や商品データ、購買データを活用すること
で実現できています。


このレコメンドもかつては人間が「この商
品をこの人にオススメしよう」という判断
·意思決定をして行っていたものです。それ
を現在はデータとAIによって高速かつ自動
的にできるようになったと言えます。そう
いう意味でデータ活用とはビジネスにおけ
る様々な意思決定を高度化するものと考え
ています。


我々はデータを使って難しい先進的なAIを
作ったり、難しい分析をしたりするという
単純な技術追求の形ではなく、それによっ
てビジネスの意思決定をより良いものに変
えていく。そこまでやっていかなくてはい
けないという思いを持っており、ミッショ
ンとして推進しています。

林氏：我々は、データを軸としたサービス
を提供しています。1つめは、お客様が解
決すべきビジネスの課題を整理するための
コンサルティングサービスです。2つめ
は、そこから導き出した課題に対しての
データ分析·解析サービス。3つめは、その
データ分析をするためのシステム構築サー
ビス。4つめが、データ活用をお客様自身
で行うための人材育成支援サービスとなり
ます。

御社が掲げているビジョンについ
て教えてください。

具体的に、データ活用というのは
どのようにビジネスに活かされて
いるのでしょうか。

結束氏：我々は、「データに基づいて意思
決定を高度化する」というミッション（取
組み）とともに「データを活用した可能性
に溢れた豊かな社会」をビジョン（目指す
姿）として定義しております。これまでイ
ンターネットやITの進化に伴い、システム
がデジタル化されるとともに継続的なデー
タの蓄積コストの減少により、世の中のあ
らゆるところに、かなりの量のデータが保
有されてきました。


そして約10年前のAIの技術的なブレイクス
ルーもきっかけに、急速にデータ活用がビ
ジネスに広まりました。現在でも蓄積され
たデータをうまく活用してビジネスの促進
につなげられるのでは、という期待は依然
として高いと思っています。

データ活用によりビジネスの
意思決定を高度化

ビジョン達成のために、御社では
どのようなサービスを展開してい
るのでしょうか。

結束晃平氏
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林氏：B to Bに比べB to Cの方がデータは
多い傾向にあります。その状況もあり、現
状はB to Cの企業様からの方がデータ分析
の依頼が多くなっています。B to Bは、ま
だ現状はデータ量が不足していますが、今
後増えていくと思います。

林氏：10年前に創業して以来、多くのお客
様と現在も継続的なご支援をさせて頂いて
おります。その中でも8割以上のお客様
と、単発的ではなく継続的なお付き合いを
させて頂いています。継続的に支援させて
頂いているという点では、期待に対して成
果を出している証明になるかなと思ってい
ます。

林氏：お客様によって様々なテーマがある
のですが、わかりやすい例では「広告宣伝
費の最適化」があります。これまで勘と経
験で広告を出していた企業様に、データ分
析によって、どの媒体にいつどういう風に
広告を出せばいいのか、というアドバイス
を行いました。これにより、以前と同じ効
果のまま数億円の広告費削減を達成してい
ます。


もう1つの例としては、東京電力パワーグ
リッド様と共同で電線を点検するAIシステ
ムを開発しました。

林氏：今は大まかに小売業が3割、金融業·
保険業が3割、通信サービス·メディア業が
3割、製造業が1割といった感じです。

データサイエンスを使ってどのよ
うなビジネス課題を分析している
のでしょうか。

現在、御社と契約されている企業
の業種について教えてください。

林氏：例えば、要望が多いのが「需要予
測」です。在庫を極力減らしたいけれど、
ゼロになってしまうのは避けたい。利益を
より上げながら、コストリスクを下げてい
くというのは昔から根強い課題であり、
ニーズです。


そのほかですと「離反の防止」などもあり
ます。顧客とメンテナンス契約をしている
企業ですと、離反が一番収益に直結してし
まいます。いかに離反を防ぐか、離反しそ
うな顧客を予測して、そこに対してどのよ
うな施策ができるのか。そのための分析と
いうのもご要望が多いですね。

データサイエンスが解決でき
るビジネス課題とは

御社のサービスを利用しているお
客様からの反響はいかがでしょ
う。

具体的な成果の例を教えてくださ
い。

B to BとB to Cでは、データ分析
の観点ではどちらが得意なので
しょうか。

林健吾氏
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その構築したAIから出た結果を、どうビジ
ネスにつなげていくか、どのようにビジネ
スをよくしていけるかというところまでを
考えて、お客様と一緒に実践していく。そ
こまでがデータサイエンティストの仕事だ
と思っています。


そのため、データ分析の技術だけではな
く、ビジネスをきちんと理解することも大
事にしています。ビジネスにつながらない
と、どんな難しい分析も自己満足になって
しまいますからね。

結束氏：一つは正しい問いを定義すること
ですね。よいビジネスの問いからしか、よ
い分析結果は生まれません。問いが間違っ
ていると、どんなによい分析をしてもビジ
ネスとして意味がありません。


正しい問いを定義して、その問いに対して
データを使ってどう答えが出せるのかとい
うことを、データサイエンスに関する知識
を用いて検討し、具体的な分析の設計を行
います。検討の結果AIを作る場合もありま
すし、シンプルな統計的な手法を活用する
こともあります。


設計の後は実際に分析をします。そして分
析結果を見ながら、ああでもないこうでも
ないと考える。いざ分析をしてみたら想定
していたデータと違っていたり、あると
思ったデータがなかったりします。


そういう状況にも柔軟に対応しながら、分
析設計を少し修正してまた実行して、また
修正して、というようにゴールを目指して
いくという感じです。

結束氏：当社のミッションにも関係してき
ますが、データを活用してビジネスをよく
する、意思決定を高度化するのが役割だと
考えています。そのため我々が考えるデー
タサイエンティストは、例えばAIを構築す
るためにプログラミングを書くだけではあ
りません。

林氏：はい。これまではヘリコプターで撮
影した電線の動画を、人間がスローモー
ション再生で目視して、電線の破損などを
チェックしていました。それをAIでチェッ
クすることにより、50％ほどの工数を削減
することに成功しました。現在は、ほかの
電力会社様にも提供を開始しようとしてい
ます。

AIの画像認識システムを使って電
線をチェックするわけですか？

データサイエンティストというの
はどのようなお仕事なのでしょう
か。

データサイエンティストは
「正しい問い」を定義するこ
とが重要

データサイエンティストにとっ
て、一番大切なことはなんでしょ
う。
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結束氏：生成AIを使えるということは必須
になってくるのではないでしょうか。
ChatGPTなどの生成AIが使える人と使え
ない人では、生産性が変わってくると思い
ます。その意味でみんなが使えるようにな
らないといけないでしょうね。


10年前は、データ分析といえばデータサイ
エンティストという1つの大きなジャンル
でした。今は市場として成長してきており
少しずつ細分化が進んできていますし、今
後も進むと思っています。


データサイエンティストは、ビジネス領
域、IT領域、数理領域の知識を併せ持った
職種と言われます。ただ1人でこれら全領
域に精通することはなかなか容易ではあり
ません。実際はその中で強み弱みが出てき
たりします。そういったこともあり、細分
化が進んできていると思っています。最近
では機械学習エンジニアといった、よりAI
を作ることにフォーカスした、データサイ
エンティストと似ているけれど少し違う強
みを持った人たちが出てきつつあります。


今後、AIがどんどんインフラ化していくな
かで、AIオペレーターのような職種も出て
くるかもしれません。


異なる領域をブリッジできる人の重要性も
上がっていくでしょう。

結束氏：既に具体的な課題をお持ちの企業
様からご依頼があることもあります。一
方、データはあるけれど、どう活用してい
いかわからない、いまひとつ活用が進まな
いと言われて相談を受けるというパターン
もあります。

結束氏：当社に興味を持ってくれる学生さ
んなどには「最低限の数理的な素養がある
こと」という話はしています。統計や機械
学習の知識そのものは必ずしも最初から
持っている必要はありませんが、機械学習
や統計の教科書を見たときに、頑張れば読
めそうというのが一つの目安です。一方で
実際にデータ分析をする際には、これまで
に申し上げたようにビジネス理解や正しい
ビジネスの問いを設定できること、分析結
果をビジネスにつなげていくことなど分析
知識以外にも様々な知識やスキルが必要に
なります。そういった意味では未知のもの
に興味を持って貪欲に学び続けられるとい
うのが、データサイエンティストとして一
番大切かもしれません。

課題というのは、企業のほうから
出てくるのですか？

御社では、まず課題を設定すると
ころから進められているわけです
ね。事業のひとつに人材育成、
データサイエンティストを育てる
というものがありますが、どのよ
うな人材が向いていると思われま
すか？

データサイエンティストという職
業が注目されていますが、今後注
目される職種は何だと思います
か？ 生成AIが使えるエンジニアな
どの需要は高くなっていくような
気もします。

生成AIは必須のスキルになる



06

一方でデータ分析としてAIだけで完結しな
いテーマもあります。例えば大規模の顧客
データから顧客をどういうセグメントで
切って、それぞれの顧客セグメントにどう
いうアクションをしていけばいいかなど
は、データサイエンティストがデータをい
ろいろな角度で見ながら仮説を立てたりし
て進めたりします。


また分析結果やそれによる施策の効果をど
う評価するかという問題もあります。デー
タ分析やAIからの出力をもとにした施策を
実施した場合と実施していない場合を比較
して、どちらが意味のあるものなのかとい
う判断は、AIというよりは統計的な手法を
用いて評価します。それにはデータサイエ
ンティストが統計的な評価方法を設計した
りします。


そういう意味では、データサイエンスはAI
とAIではないデータ分析からなっていま
す。AIの進化はもちろん目覚ましいもので
すが、AI以外の統計的な領域も進化を続け
ており、データサイエンスの可能性はます
ます高まっていると思います。

いわゆる「とても上手に歌える人だけでな
く、歌って踊れる人も価値がある」という
話ですね。データサイエンスと別の何かの
技術知識の組み合わせなど、そういった職
種も出てくるかもしれません。

結束氏：データサイエンスとしてAIの技術
を使うので、それぞれを別のものとして扱
うことは難しいです。


今のAIの技術の基礎となるものは数十年前
から存在しています。それがここ10年くら
いで画像領域の性能が大幅に向上しまし
た。そして画像に続き自然言語と呼ばれる
テキスト領域の性能が大幅に向上しまし
た。今の話題の生成AIも大まかにはその流
れから出現したものです。AIでできる範囲
がどんどん広がってきているという感じで
すね。

ここ数年でAIが話題になっていま
すが、これによりデータサイエン
スの世界に変化は生じているので
しょうか。

生成AIがデータサイエンス
の世界にもたらした変化

データサイエンティスト
よ、機長になれ

生成AIが世の中に出てきたこと
で、データサイエンスの世界は今
度どのようになっていくと思われ
ますか？

結束氏：生成AIは、いろいろなインパクト
をもたらしはじめています。今後はいろい
ろな分野で導入が進んでいくでしょうね。
我々のお客様を見ていると、現状はまだ
データのセキュリティ面を気にされている
ところが多い印象です。
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結束氏：変わってきていますね。コードの
プログラミングを一部自動化したり、原稿
をChatGPTに下書きしてもらったりもして
います。


また毎日世界中で発表されている何十本と
いうAI系の論文を収集して、ChatGPTを
使って日本語で箇条書きに要約させたりし
ています。それをさらに社内のMicrosoft 
Teamsに自動投稿するというのを、1日1
回、夕方にやっています。知識の獲得がか
なり効率化されていることを実感します。


これは社内で遊び半分で作ったものです
が、現在もう少し正式なものを作っている
最中です。

結束氏：プロンプトをうまく書くことも大
事です。先ほどのデザインの話にもありま
したが、どういう指示を出すか。よい上司
と一緒で、下手な指示を出してもいまひと
つな出力しか出てきませんから。

結束氏：性能を引き出すには大事なことで
すね。だから、その部分を教育することは
重要です。社内だけではなく社外からも、
そのようなお話を頂くことがあります。こ
れをどうやってコンサルティングサービス
として形にするのかは検討している最中で
すね。

しかし、それも時間の問題でどんどん進ん
でいくと思います。


我々データサイエンティストが生成AIの恩
恵を受けられるのは、例えばプログラミン
グの自動化のところですね。例えば、こう
いう分析するプログラムを書きたいと指示
することで、ChatGPTが分析プログラム
のサンプルをすぐ作成してくれたり、その
プログラムの説明をしてくれたりします。
そうなると、単純に分析プログラムが書け
るだけのデータサイエンティストの価値は
どんどん下がっていきます。現在、コパイ
ロットサービスといった、ChatGPTなど
を連携したサービスもどんどん出てきてい
ますから、ますますこのような傾向は強く
なると思っています。


ただ分析やプログラムの設計ができる人は
必要です。ChatGPTではまだそこまででき
ないんですよね。


私がよく社内で言っているのは、コパイ
ロット、つまり副操縦士は出てきたので、
みんなパイロットになるしかない。副操縦
士やクルーの価値は下がってしまう。例え
ばビジネスのデザインなり分析のデザイン
ができるような人材になっていくしかな
い、ということを言っています。それがで
きればChatGPTにすぐ取って代わられる
ようなことはないと思っています。

いくらAIがデータを分析して結果
を出しても、それをさらに精査し
て判断するのがデータサイエン
ティストの役割で、生成AIはあく
までもツールということですね。
実際、仕事の面で生成AIを導入し
て変わったことはありますか？

やはり生成AIを使う上では、プロ
ンプトを上手く書くことが重要で
しょうか。

生成AIは、使う側の能力がとても
重要だと感じています。
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これを拡大して、第2の事業にしていきた
いですね。


昨年「TDSE EYE」という、画像認識AIを
活用した異常検知プロダクトをリリースし
ました。少量の正常画像データを学習させ
るだけで簡単に異常な箇所を高精度に検知
できるので、設備点検や製品検査などが効
率化できるプロダクトです。このような
サービスを皮切りに、いろいろなサービス
を展開していきたいと思っています。

コンサルティングサービスは人ベースの
サービスなので、我々としてなかなかリー
チできていないお客様も多くいらっしゃる
と思っています。一方で我々のミッション
として少しでも多くのお客様にAIやデータ
活用によるよりよいビジネス意思決定の提
供、高度化を実現していきたい。そう思う
とやはりよりスケーラビリティのあるプロ
ダクトビジネスにももっと力を入れていき
たいと考えています。

TDSEとAKKODiSの協業に
期待すること

これからTDSEとAKKODiSは協業
していきますが、期待されている
ことはありますか？

林氏：医療系です。もともと根強いニーズ
と課題がある業界ですが、うちはまだホワ
イトスペースなんですよね。

林氏：医薬の分野で、創薬の組み合わせや
配合パターンの部分で活用できます。ほか
にも、医薬品を売るための営業的な分析も
あります。病院で薬を使用したあとの消費
者の声を拾って、次に活かすということも
可能です。

結束氏：林の言うように、コンサルティン
グサービスの部分では新しい領域の拡大が
あります。もう1つは、今弊社が注力して
いるところとして、コンサルティングサー
ビスで培ったノウハウをベースに、プロダ
クトを作って展開するという事業を立ち上
げています。

医療系の業界に進出したい

今後、サービスを拡大したい業界
があれば教えてください。

医療系ではどのようなデータ活用
ができるのでしょうか。

御社をより成長させるために、取
り組んでいきたいことはあります
か。
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結束氏：弊社はデータサイエンティストや
エンジニア人材がメインです。AKKODiS
さんには、もっと幅広い人材がいらっしゃ
ると思います。我々が持っていないケーパ
ビリティ（能力）の方たちとうまく連携す
ることで、我々としてもやれることが増え
ると思っています。そのシナジーに期待し
ています。


他にもお互いリーチできていない業界や領
域などにも一緒にタッチしていければいい
ですね。

林氏：弊社は創業10年となり、一段とビジ
ネスをスケールさせていくべき時期になっ
てきています。データサイエンスの領域は
かなりの経験·ノウハウが溜まってきてい
る一方、データサイエンスの周辺領域や販
売、マーケティングなど、より強化してい
くべき部分はまだまだ多いです。それらの
部分で御社とタッグを組んで、世の中に広
げていく活動ができることを期待していま
す。

生成AIを正しく使うスキルの獲得が重要

生成AIは、膨大なデータを読み込ませることで、瞬時に結果を出
力してくれるというのが最大のメリットだ。人間が自力で作業す
ることに比べれば、かなりの効率化ができる。


一方、ビジネスシーンでのデータ活用においては、それだけでは
役に立たない。「今、どんな課題があるのか」という正しい問い
を立て、必要なデータを揃える。それらを生成AIに読み込ませ、
出力された結果を精査する必要がある。


TDSEが定義するデータサイエンティストであれば、ビジネス課
題の創出からデータ分析までを一気通貫で行える。しかし、それ
以外の職種の人たちではなかなか難しいところがある。


結束氏の言うとおり、これからは生成AIをビジネスシーン（日常
生活においても）で普通に使いこなす時代がやってくるはず。そ
のとき、いかに生成AIというツールを使いこなせるかが重要にな
る。これからのビジネスシーンをリードする人材には、副操縦士
である生成AIに適切な指示を送れる機長になることが必須となる
だろう。



名古屋市立大学 大学院理学研究科
教授 博士（工学）
渡邊 裕司 氏
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理学研究科の前身のシステム自然科学研究
科は、学部を持たない独立研究科として
2000年に設置されました。名古屋市立大学
としても長らくは新しい学部を設置してき
ませんでした。しかし、2018年にこの研究
科の下に総合生命理学部が設置され、2020
年に理学研究科に改称されました。まず
は、総合生命理学部が設置された経緯から
お話いたします。

この中京圏の大学には、たくさんの工学部
や農学部がありますが、理学部はほとんど
ありません。高校生の中には、理学部に行
きたくても選択肢がなく、工学部や農学部
に行くというケースが多く見られました。
そこで、そのような学生を受け入れられる
場を作りたいという目的で、この大学に理
学部ができました。


理学は、工学や農学と何が違うのか。工学
や農学は、ものを作り出すといった応用を
主体とする学問に対して、理学は物事の真
理の追求が主体となる学問です。数学を例
に挙げると、工学ではあくまでも数学は手
段として使われますが、純粋に数学を研究
したい場合は、理学部に行く必要がありま
す。

名古屋市立大学の理学研究科とし
て、どのようなビジョンを持って
研究をされていますか。

愛知県名古屋市にある名古屋市立大学には、中京圏の大学では数少ない理学
を専攻する「理学研究科·総合生命理学部」が存在する。生成AIなど、データ
サイエンスの需要が高まる中、理学研究科ではどのような研究が行われてい
るのだろうか。理学研究科教授である渡邊裕司先生にお話を伺った。

中京圏の理学を志す学生のた
めに設立

生体認証のその先へ。行動から個人を特定する技術で教育現場
をサポートするシステムを
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工学部の学生時代や大学の助手をしていた
ころは、パソコンの中で仮想ロボットやシ
ミュレーションを動かすといった、工学系
の研究をしていました。そのころからAIを
使っていました。しかし、今のデータサイ
エンスのように実データを対象にしたもの
ではなく、仮想ロボットなどをパソコンの
中で動かすために使っていました。


そこから、今の研究科に移って理学の実験
を目の当たりにして、現実の世界にある
データを処理するほうがおもしろいと感じ
はじめました。そして、身近なスマート
フォンのセンサーで実データを取得する今
の研究をメインに行うようになりました。

そうですね。そのときは加速度のデータく
らいでした。スマートフォンから加速度セ
ンサーのデータを取りだすためのプログラ
ムを作っていました。今は簡単にアプリを
作れますが、当時は結構大変でして。なか
なかデータをうまく取れなかったのです。
データを取ったのはいいけれど、センサー
の精度が悪くてノイズが盛大に乗っている
ということもありました。これで本当にい
いのかなと思っていましたね（笑）。

違う学部や学科との情報交換がし
やすいというのが特徴なんです
ね。

もちろんそれは、学生さんにもメ
リットがありますね。自分の専門
外の分野にも触れられる機会が増
えます

名古屋市立大学では、理学研究科は総合生
命理学部の上にあります。専任教員24名と
まだ小さい規模ですが、その分、周囲には
いろいろな分野の先生や学生がいます。多
くの教員が所属する大きな学部と違い、い
ろいろな先生方の研究内容を身近で聞ける
環境になっています。これにより、分野を
またいだ融合領域のような研究が生まれて
くるのではないかと期待しています。

はい。たとえば、生物の先生や学生がデー
タ解析で困っているという話や、物理など
の先生が機械学習を使いたいという話も出
てきます。

うちの理学部では、全学生にプログラミン
グを含むコンピュータサイエンスを必修と
しています。繰り返し文や分岐文のような
基本構文だけですが、必ずプログラミング
をしてもらいます。

仮想のデータ解析から現実の
データ解析へ

渡邊先生は、なぜデータサイエン
スの世界に興味を持たれたのです
か？

2010年くらいだと、まだスマート
フォンが世に出始めたころで、セ
ンサー類も今ほど多くは搭載され
ていませんでした。



歩行認証では、防犯カメラから犯人を特定
するといった画像認識を使った技術はかな
り進展しています。しかし、防犯カメラな
どの映像を使うと、プライバシーの問題な
どが発生する恐れがあります。


スマートフォンの加速度センサーのデータ
を取得して行う歩行認証ならば、ある程度
プライバシーを保護できるのではないかと
考えています。

歩行認証においては、3年前からLiDARと
呼ばれるレーザーを使った研究も行ってい
ます。カメラによる歩行認証は暗いところ
では歩行者を捉えられません。ある程度の
明るさが必要になります。


LiDARを使う場合は、レーザーなので真っ
暗なところでも認証することができます。

ネックはやはりプログラムです。今は
PythonでもRでも、豊富にライブラリが
揃っているので簡単です。当時はそういう
データ解析に使えるツールというものが充
実していなかったので、自分たちでプログ
ラムを開発する傍ら、Excelや統計ソフト
を使うこともありました。

生体認証です。普通の生体認証は、スマー
トフォンで使われているような顔認証や指
紋認証というものがほとんどです。私の研
究室で行っているのは、画面の触り方に
よって個人を特定して認証するというもの
です。あとは、スマートフォンを持って歩
いているときの歩き方で認証をする、歩行
認証といわれる研究です。ともに行動認証
と呼ばれる分野になります。


顔認証では、毎回カメラを起動して認証を
するという手順が必要になります。触り方
で認証をすれば、使用者は認証動作を意識
することなく継続的に認証ができるのでは
ないかと思っています。


ただ、精度的にはまだまだという感じでし
て。違う人でも触り方が同じだったり、同
一人物でもばらつきが出たりすることが多
く、顔認証と同じ精度になるには、まだ時
間がかかりそうです。
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生体認証の先の「行動認証」
を研究

教育現場を支援するシステム
を作りたい

歩き方のクセによって個人を特定
するのですね。

行動認証はどのような場面で活用
できるのでしょうか。

渡邊先生の研究室では、どのよう
な研究をされていらっしゃるので
すか。



最近では情報教育において、プログラミン
グをするときの癖、たとえばマウスの動か
し方をモニタリングして、その人が今の作
業を退屈だと感じているなということを判
別するということへの活用を考えていま
す。


2020年度から順次、小中高でプログラミン
グ教育が始まりました。ただ、現場の先生
方は何をしていいかわからないといった状
況もあります。そこを支援するシステムを
作りたいという思いがあります。
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先ほどのプログラミングのモニタ
リングは、生徒がプログラミング
で困っている状態を可視化して、
スムーズにサポートができるよう
になるシステムに発展できそうで
す。プログラミングがうまくでき
ないと、嫌いになってしまいます
からね。

この研究には、弊社社員の小酒井
亮太さんも関わっているそうです
ね。

今はどのくらいの段階でしょう
か。

はい。小酒井さんは、貴社のテクノロジー
統括技術戦略部の社員であるとともに、渡
邊研究室の研究員として初等プログラミン
グ教育支援の研究にも取り組んでいます。
彼には得意のデータ分析力を使って、中学
生や高校生から回収したアンケート回答や
プログラムの解析をしてもらいました。


そして、中高生のプログラミング講座での
傾向分析やプログラムの自動採点の結果
を、査読付き国際会議や国内研究会にて、
彼が第一著者となって発表してもらいまし
た。※1 今後も連携しながら、この研究を
より一層進めていきたいです。

※１


小酒井亮太, 張文軒, 小林敏樹, 渡邊裕司, 中学校で
のScratchプログラミング出前講座における傾向分
析, 信学技報, ET2023-1, pp.1-7, 2023.


小酒井亮太, 張文軒, 小林敏樹, 渡邊裕司, 中学生向
けPythonプログラミング講座における傾向分析, 信
学技報, ET2021-42, pp.74-79, 2021.


小酒井亮太, 小林敏樹, 渡邊裕司, 高校生向けオンラ
インPythonプログラミング講座における傾向分析, 
信学技報, ET2021-2, pp.7-12, 2021.

2、3年前から研究していますが、まだ30～
40名の実データに対して自動採点を試して
みた段階です。私はいろいろな小学校や中
学校でプログラミングの講師をしていま
す。そこで生徒たちが作ったプログラムを
回収させてもらうなどの協力をしていただ
いて、ようやくデータが集まり始めていま
す。

そういったところは、AIを使った学習支援
システムで補えればと思っています。さら
に、AIでプログラムの自動採点をする取り
組みも始めています。



一人が、スマートフォンの触り方で感情を
推定するというものです。データ収集の方
法として、まず感情を想起する動画を見せ
ます。悲しい映像や楽しい映像など4パ
ターンくらい用意して、それを見てもらっ
たあとにスマートフォンに文章を入力して
もらいます。その入力の仕方に、感情によ
る差がでるかどうかを試しています。

なぜこの研究をしようと思ったのかという
と、自殺の兆候の検知だそうです。コロナ
禍で自殺者が増えたというニュースがあっ
たときに、身近にあるスマートフォンで感
情がわかれば、それを使って自殺を止めら
れるのではないかという考えを持っている
ようで。それはおもしろいなと思いまし
た。


もう一人は、歩行認証をテーマに研究をし
ています。歩行の際の手の動きなどでも歩
行認証ができないかというものです。高性
能なカメラを使って、人間の細かい動作を
捉えて歩行認証の精度を上げようとしてい
ます。

そうですね。現段階で何ができるかという
と、やはり採点です。生徒たちが作ったプ
ログラムが正しいかどうかを自動化するこ
とで、教える側の効率化を狙っています。


コードが動けば正解というわけではなく、
コード自体を比較して一致しているかどう
かというところまで調べています。

うちの理学部では、3年生の後期になると
研究室に入ってきます。まずはデータサイ
エンスの基礎として、参考書を使って
Pythonとデータ分析と機械学習について学
んでもらいます。サンプルのコードをダウ
ンロードしてくればいいのかもしれません
が、私は自分でコードを入力したほうがい
いという方針です。まずは自分でコードを
入力して動作を確認し、このプログラムが
どうやって動いているのかを理解してもら
うことから始めます。


4年生になると、卒業研究になります。卒
業研究にもいろいろなやり方があります
が、私の場合は、私と話し合いながら学生
自身がテーマを見つけてきて、それを進め
るという形を取っています。

学生たちの研究テーマ

学生さんたちは、どのような勉強
をされているのですか？

ちなみに、今年の学生さんの卒業
研究のテーマというのは。

大学院生はどのような研究をされ
ていますか。

弊社のアカデミー部門でも、エン
ジニアに対して教育をしています
が、そこで研修の質や効果を測定
するなど、実験として導入するこ
とは可能な感じですね。
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企業のほうでも、データを持っているけれ
ども解析手法がわからないという場合が多
いと思います。そこで大学と連携をすれ
ば、両者の足りない部分を補い合えるので
はないでしょうか。

人それぞれだとは思いますが、最低限数学
はできないといけないと思っています。
ツールの使い方を勉強して、ライブラリな
どを使うことで容易にデータ解析などがで
きるようになります。しかし、自分が何を
使っているのか、中身をちゃんと知るとい
うことが必要です。どういうロジックでこ
のプログラムが動いているのかを理解する
ためには、数学は必要だと思います。

大学の初年次で行う、微積や行列の計算は
押えておいたほうがいいでしょうね。

最低限の数学の知識は必要

生成AIは真実ではない

先ほどのLiDARの研究をしている院生もい
ますし、別の一人は、人狼ゲームをコン
ピュータ同士で対戦させるときに、AIを
使って人狼エージェントを強くするという
研究をしています。


その院生が、コンピュータ同士で人狼ゲー
ムをして戦わせるという国際大会に昨年度
に初エントリーしたところ、50チーム中9
位という成績を収めています。なお、占い
師という役職に限るとトップの成績でし
た。

いえ。プロトコル部門というものです。発
話のプロトコルはあらかじめ決まってお
り、それをどう組み合わせていくかという
部門ですね。村人と人狼では発言内容が異
なる部分があるので、それを上手く見つけ
て論理的に処理していくというものです。

データ収集ですね。我々研究室だけでは限
界があります。学内でデータを取っても、
数があまり集まらない上に、データの偏り
が出てしまいます。そういったことを解消
するためには、企業と連携していく必要が
あると思っています。

大学研究の障壁は「データ
収集」

それは発話内容をAIに書かせると
いう感じですか？

大学でデータサイエンスの研究を
するにあたって、解消しなければ
いけない部分はありますか？

どのくらいの数学のレベルが必要
でしょう。

ChatGPTのような生成AIが普及
し始めていますが、今後データサ
イエンティストとして必要とされ
る能力についてどうお考えです
か？

生成AIが普及してきたことによ
り、一般的な教育現場やビジネス
の現場は、どのように変わってい
くと思いますか？

15



2012年にAIの第3次ブームが来て、そこか
ら数年でかなり発展しましたね。こんなに
早く生成AIの精度があがって、急速に普及
するとは思っていませんでした。


私の感覚では、どこかで停滞する時期が来
るのではと思っています。何でもかんでも
AIでできるというわけでもなさそうな予感
がします。100%AIになるということはあ
り得ないので、どこかのタイミングで落ち
着くのではないでしょうか。

生成AIを使わないというのは無理でしょう
ね。必ず使うようになると思います。小中
学校でタブレットを持たせたらゲームばか
りしていることが問題視されていますが、
これはみんなでアイデアを出し合って、い
い方向になるようにしていかなければいけ
ません。禁止するというのは簡単ですが、
禁止したところで子どもたちは使い続ける
はずです。


生成AIも同じような感じで、禁止するとい
うのは簡単です。しかし、それでは技術の
発展が止まってしまう可能性があります。


必要なことは、生成AIが出した結果が真実
ではないということです。そこを見極める
力を養うための教育は必要です。

生成AIが流行する前から担当しています
が、メディアの情報もデタラメが多いの
で、騙されないようにという話は以前から
しています。その延長線上に生成AIが出て
きたという感じです。

1年生向けの情報リテラシーの授業を担当
しているので、その辺りは伝えています

そのようなことは学生さんにも教
えているのですか？

渡邊先生から見て、今後データサ
イエンスの世界、生成AIの状況な
どはどうなると思いますか？
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データサイエンスは日常的なものになる

ビッグデータを分析して活用するデータサイエンスが、ビジネスシーンを中
心に注目されている昨今。それに伴い、データ分析を行うエキスパートで
あるデータサイエンティストの育成が急務である。


次世代のデータサイエンティストを育てる機関として注目される理系大学
だが、ごく一部を除いて、まだ高い専門性を掲げているところは少ない。


今回の名古屋市立大学は、規模は小さいながらも実データを活用し、一般
社会でデータサイエンスを活用する基盤を作る研究が行われている。単純
に生成AIを活用するにとどまらず、スマートフォンなどの身近なデバイスを
用い、より日常的にデータサイエンスを活用する研究は、近い将来我々の
日常を大きく変える技術として世に出てくる可能性がある。


一方で、大学という限られた空間では、研究の幅がなかなか広がらないと
いう実情もある。これを解消するためには産学連携といった、企業と大学
の協力関係が必須と言える。
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編集後記
以上、本稿では、データサイエンスの技術領域を取り扱う大学·企業
の取組みについてのインタビューを紹介した。

この2つのインタビューは、技術と社会課題における洞察を提供し、
我々のビジョン「未来を照らすインサイト、人財育成の架け橋」に合
致する。これらの取組みは、革新的な技術を現実の課題解決に結びつ
ける方法を模索する我々にとって、貴重なガイドラインとなるだろ
う。読者諸氏の最先端の技術を社会的な視点から評価し、企業価値の
高め方を理解する一助となることを期待したい。

データサイエンスの視点から数々の企業に対しコンサルティングを行い、ビ
ジネスイノベーションの達成や業務効率化を成功させている。2023年6月よ
りAKKODiSとも協業を開始した。コンサルティングによるビジネス課題創出
とその課題に対するデータ解析、分析基盤システムの構築、社内データ活用
のための人員育成と一貫したサービスを行っている。電線を自動で点検する
AIシステムの開発等、多くの成功事例を持ち、今後も日本社会における各企
業のデータ活用を大きく加速すると期待できる。

名古屋市立大学は、中京圏では数少ない理学部を創設し、生物や物理といっ
た他分野の研究室と共同で研究できる独自の環境を用意している。データサ
イエンスは統計学の他、様々な理学との接点が存在する。そうした整った環
境の中、渡邊研究室では生体·行動認証をはじめとする様々なデータを活用し
た研究を行っている。また、AKKODiS技術戦略部の小酒井亮太が研究員とし
て在籍し共同研究を行っている。近年では、学校教育で必修化されたプログ
ラミング教育のためのシステム開発やスマートフォンのセンサーを用いた認
証の研究で成果を上げるなど、現代社会にとって有益な期待できる研究が行
われている。

TDSE株式会社

名古屋市立大学渡邊研究室
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AIビジネスに取り組む

国内企業の可能性

日本の科学技術·イノベーション戦略：

「統合イノベーション戦略2023」を読み解く

AIの進歩は、それを巧みに使いこなした企業に対し、新たなソリュー
ションの開発と市場導入の機会を大幅に拡大させる。特にChatGPTを代
表とする生成AIは、近年で最も革命的なソリューションであり、それを
使いこなせるか否かは、企業の今後の成長にとって死活問題となりかね
ない。本稿では、生成AIを活用した先端的なサービスを展開する2つの
国内企業、株式会社ギブリーとハックフォープレイ株式会社を紹介し、
AIビジネスの可能性を探っていきたい。

毎年6月に閣議決定される「統合イノベーション戦略」。この戦略は、日
本の科学技術·イノベーションの成長戦略の重要な柱と位置付けられてい
る。2023年度版では、これまでにない科学技術が大きく取り上げられ
た。これらの技術の重要性と将来性について、元内閣官房IT総合戦略室
の参事官で、現在は一般社団法人 電子情報技術産業協会（JEITA）の常
務理事である平井淳生氏に話を伺った。

https://www.akkodis.co.jp/client/useful/ai_business

https://www.akkodis.co.jp/client/useful/integrated_innovation_strategy

既刊紹介

https://www.akkodis.co.jp/client/useful/ai_business
https://www.akkodis.co.jp/client/useful/integrated_innovation_strategy 
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今後も関連ウェビナーが多数予定されておりますので、ぜひ
AKKODiS innovation Lab.をフォローください。

＊本イベントは既に終了しております。

関連イベント·ウェビナー
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データサイエンス分野の

国内事例
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拡大するデータ活用領域と企業・大学
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